
  
 

  

  
  

 

  
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業生の伊藤さんが原画をデザインした応援団旗。元教員の内田さん（右）が手元に

あった原画を染工場に持ち込み応援団旗を製作し、県立千厩高校（稲森藤夫校長、生徒

５４６人）に、一関市千厩町が産地と伝えられる源義経の愛馬・太夫黒が描かれた応援

団旗を寄贈しました。二十数年前の卒業生がデザインした絵を元教員が工場に依頼し

て染め抜いたもので、稲森校長は「高総体をはじめ、スポーツ行事などで広く活用した

い」と感謝しました。太夫黒の絵を描いたのは１９９２年度卒業生の伊藤りよさん（同

市藤沢町出身）で、在籍当時は美術同好会に所属しており、この頃に同校で応援団を担

当していた内田正好さん（71）＝同市川崎町＝が、伊藤さんに「自分なりのイメージ

で描いてほしい」と太夫黒の原画制作を依頼したそうです。当時、応援団旗のデザイン

にすることは秘密で、完成後に驚かせるつもりでしたが、伊藤さんの卒業や内田さん

自身の転勤などが重なり、二十数年もの間、保留になっていました。昨年 11 月末、伊

藤さんが地元にいることが分かり、本人に旗のデザインに用いる了承を得て実現に至

ったとのことです。内田さんは、伊藤染工場（同市川崎町）に原画を持ち込み、横３メ

ートル、縦２メートルほどの大きさの旗に染め抜いて完成させました。「跳ね駒太夫黒」

の文字と共に、躍動感あるりりしい太夫黒の姿が団旗の中心に据えられています。応

援団旗の贈呈は２日に同校で行われ、稲森校長は「近いうちに全校生徒にお披露目し、

スポーツ行事や入学、卒業などの式典にも飾らせてもらいたい」と話していました。内

田さんは「伊藤さんは当時描いたことを覚えており、太夫黒をデザインに応援団旗を

作りたいと伝えると驚いていた」と語り、「太夫黒は千厩のシンボルなので、全校生徒

からＯＢまで多くの人に見てもらいたい」と願っていました。 （2017/2/4/岩手日日） 

 校章は、桑葉に生糸を配したものである。桑樹は、生命力が旺盛にして強靱、生糸は、純粋無垢、優美高尚の象徴である。即ち、本校の

礎が堅固であり、絶えず進展、躍動する青春を意味する。 ２017 年 3 月 9 日 No.23(2 月号)  岩手県立千厩高等学校校報(発行者 校長) 
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 第４回北いわて学生デザインファッションショー 

 優秀賞：渡邉 千尋さん   

・テーマ：「海を感じるドレス」 
・夢がカタチになった素晴らしい一日でした。 

いわて国体ソフトボール競技に出場した少年女子岩手県チームは、10 月４日（火）、

花巻市にある石鳥谷ふれあい運動公園で、決勝の切符をかけ、優勝候補の一角とされ

る千葉県チームと対戦しましたが、残念ながら１対７で敗れ第３位となりました。し

かし、これは 1996 年の広島国体以来２０年ぶりとなる好成績です。尚、優勝に輝い

たのは、岩手県チームを破った遠野出身監督率いる千葉県チームでした。おめでとう!! 

第４回北いわて学生デザインファッションショー（北いわてアパレル産業振興会主

催）が２月２６日、二戸市石切所の市民文化会館で開かれました。本校の渡邉千尋さ

んがデザイン(①)したドレスがお披露目（②～④）されました。素敵なドレスですね!! 

国登録有形文化財千厩酒のくら交流施設を中心に、平成 29 年２月 11 日(土)～３月

３日(金)までの期間、「第 10 回せんまやひなまつり」が開催されました。本校箏曲部

が演奏会、茶道部がお茶会を開催するなど、今年も地域貢献活動に尽力しました。 

② 

デザインを制作 

した渡邊千尋さん 

③ 

④ 

① 

第 10 回せんまやひなまつり 
・期間：平成 29 年２月 11 日(土)～３月３日(金) 
・本校の生徒１５名がつるし雛を製作し展示 
・箏曲部が演奏会を茶道部がお茶会を開催 

 応援団旗(太夫黒)寄贈される!! 
・期 日：平成 29 年２月２日(木) 
・原 画：本校第２４回生 伊藤りよ さん 
・寄 贈：旧職員内田正好さん、伊藤りよ さん 

 国体ソフトボール少年女子第３位 
・表彰：国体ソフトボール第３位を讃え賞牌授与 
・対象：伊東千尋、小林彩香、小野寺セリカ 
・期日：平成 29 年２月 15 日(水) 

ポスター 

国体壮行式 

平成 28 年９月 20 日
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伊東千尋さん 

小林彩香さん 

小野寺セリカさん 

元画 

応援団旗 

応援団旗 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車椅子に新しい命真心こめてタイへ 

壊れた車椅子５台再生   

・期 日：平成 29 年 1月 12 日（木）県社協へ 
・生 徒：生産技術科車椅子修理班（７人） 

一関市千厩町の県立千厩高校産業技術科と清田小学校のふれあい授業は 18 日に開かれ、高校生が学校

の授業で学んだ知識を生かし、児童にものづくりの楽しさを伝えました。これは産業技術科の出前授業の

一環です。同授業は小学校の理科の総まとめを兼ねており、事前に６年生５人から作りたいと要望があっ

たおもちゃのキットを準備し、同科の３年生 12 人が先生役となって製作を手伝いました。製作するおも

ちゃは、電気エネルギーを光、音、運動に変換させていることが条件です。児童１人に生徒２、３人が付

き、児童は電気の仕組みを教わりながら部品の組み立てや配線、はんだ付けなどの作業に取り組み、オリ

ジナルおもちゃの完成を目指しました。光るメリーゴラウンドや音の鳴るミニカー、ライトが点滅する模

型のハウスなど思い描いていたおもちゃの完成に児童は大喜び。後半には生徒から仕掛けの説明を受けた

ほか、友達同士で作品を見せ合って遊んでいました。手回し発電機で電気をためて走らせるミニカーを作

った藤野快君は「電気をためたり、はんだ付けをしたりする作業は緊張したけど、速く走る車を作ること

ができてうれしかった。コースや光るライトも作ってもらった」と満足げでした。協力した及川勇人君は

「要望に応える形でものづくりをするのは初めてだったし、歳が離れている分、分かりやすく説明するの

が大変だったが、喜んでもらえて良かった」と充実した表情でした。今後もさまざまな分野にチャレンジ

しましょう!!  

【卒業式】平成 29 年３月１日、本校第一体育館で行われた卒業式に、一関市長勝部修氏

が来賓のお一人として参列されました。卒業式の様子や印象を、一関市の HP『市長仕事

百景』に次のように綴っておられましたのでご紹介します。 

「卒業式シーズンになりました。今日は市内の高等学校の多くが同じ時間帯での卒業式

だったため、私は県立千厩高校の卒業式に参列させていただきました。質素で整然とした

立派な式でした。次のステージでの頑張りを期待しています。」 

【一関市キャリア教育シンポジュウム（市教委主催）】シンポジュウムは、平成 29 年１月

27 日（金）、川崎市民センターホールで開かれました。出席した学校関係者や中学生、保

護者ら約１２０人は講演やパネル討論などを通じて、キャリア教育の必要性に理解を深め

ました。パネル討論は「10 年後の地域と私たちの生き方を考える」をテーマに行われ、本

校からは稲森校長が６人のパネリストの一人として意見を述べました。本校の取り組み

は、ＩＬＣ誘致後も視野に入れた三学科併設の特徴を活かしたものでした。 

【この記事（平成 29 年 1 月 19 日岩手日報)は岩手日報社の許諾を得て転載しています。】 

【上の記事（平成 29 年 1 月 14 日岩手日報)は、 

岩手日報社の許諾を得て転載しています。】 

 清田小学校とのふれあい授業 
・期 日：平成 29 年 1月 18 日(水) 
・小学校：理科の総まとめ 
・先生役：生産技術科課題研究班 

産業技術科３年生は、今年度初めて破損などで使わ

れなくなった車椅子を修理・整備するボランティアに

取り組みました。修理した５台は、県社会福祉協議会

を通じて車椅子を必要とする海外の人の元に届けられ

る予定です。（車椅子は２月にタイに送られる予定）  

地域の役に立とうと県社協ボランティア・市民活動

センターの「いわて車いすフレンズ」に賛同して実施

したものです。同科３年７人で車椅子修理班をつくり、

2016 年６月に技術講習を受講した。１月 12 日には

梱包した車椅子を業者トラックに乗せ、引き渡し先の

県社協に送りました。班長の小野寺峻君は「今年度初

めての取り組みで、最初は何の知識もなかったが、自

分たちが精いっぱい修理したということを使用する人

たちに感じてもらえたら」と願っていました。 

修理内容は、タイヤの交換やブレーキの整備、さび

取りなどで、特に苦労したタイヤ交換は力が必要なた

め、夏場は汗びっしょりになりながら入れ替え作業に

取り組みました。←←お疲れ様です!! 

 

畠山郁也くん 畠山幸太くん 及川勇人くん 佐藤裕介くん 

千葉美則くん 千葉暉流くん 
宍戸祐介くん 遠藤颯人くん 

小原涼くん 

熊谷雄太くん 

菅井大河くん 

加賀瑠那くん 
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